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草書
意都
味市
~ 
..t. 
ノ、
JJt二

業
の
財
政
的

〆'、、

、ー，ノ

大

谷

政

る止

一
、
都
市
公
企
業
の
意
義

都
十
昨
公
企
業
mw
意
義
や
規
定
す
る
手
懸
め
と
し

τ、
』
λ

f

〆ヌ

-
プ
氏
の
冨

E
E目当】司
H45(-Em
の
吟
味
よ
り
初
め
る
。
氏
に

従
へ
ば
「
一
般
に
地
方
政
府
の
機
能
は
、
政
治
的
、
及
経
済
的

に
底
別
さ
れ
得
る
。
前
者
の
機
能
は
専
ら
公
盆
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
か
可
(
例
へ
ぽ
警
察
事
務
、
道
路
、
街
路
照
明
事
業
)
或
は

面
公
自
社
的
で
あ
り
他
面
特
定
個
人
に
厚
生
を
粛
ら
す
も
の
h

何

れ
か
で
あ
る
、

(
例
へ
ば
細
民
救
護
、
見
主
教
育
事
業
)
而
し
て
こ

の
政
治
的
機
能
遂
行
に
首
つ

τ必
要
'
と
す
る
経
費
は
租
税
に
よ

り
支
耕
せ
ら
れ
る
。
後
者
卸
ち
、
経
済
的
機
能
は
、
共
同
祉
舎
の

各
構
成
員
の
利
径
を
第
一
義
と
し
て
、
全
憶
と
し
て
の
共
同
社

都
市
会
企
業
の
財
政
的
意
味

舎
の
利
径
を
国
一
る
の
で
は
な
い
、
(
例
へ
ば
水
道
、
一
九
新
、
浴
場
、

火
葬
場
の
経
瞥
)
z
i
-
-
:
し
か
し
同
じ
く
経
済
的
機
能
遂
行
の
事

業
に
で
も
、
其
の
事
業
よ
り
生
中
る
生
産
物
叉
は
用
役
の
買
却

に
よ
っ
て
嘗
該
事
業
の
全
生
産
費
を
支
蹴
附
す
る
意
闘
に
て
経
替

せ
ら
れ
る
揚
合
に
は
、
、
円
EL--〕
岡
田

5
司
=
自
(
責
買
企
業
〉
が
明

か
に
巌
存
し
、
そ
し
て
地
方
公
共
閣
鰐
に
よ
る
斯
様
な
企
業
の

経
借
こ
そ
、
冨
E
t
c宮一

1
5
E一
己
民
と
梢
呼
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

而
し
て
共
の
地
方
公
共
閤
睦
が
、
経
管
技
術
上
必
す
し
も
都
市

お
局
者
で
あ
?
?
}
L
k
f
界
一
対
な
い
し
、
い
h
y
h
r
j
t
t
臥叩凶
l
」
岡
、

ιト
t
ド
紅
白
v
f
h
?副

司
ワ
年
主
脇
町
一
』
一
4
4

こ
，

rz
一
百
V
L
H
3
j
'一

支
臨
析
す
る
か
何
う
か
冶
も
問
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
従

っ
て
氏
の
こ
の
定
義
は
、
牧
谷
原
則
に
基
い
て
経
営
せ
ら
れ
る

地
方
圏
障
の
事
業
を
も
冨

E
E宮一

]dE日
5
m
の
範
時
に
麗
せ

し
め
て
居
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
蓋
し
か
:
白
事
業
は
氏
の
所

謂
全
生
産
費
十
守
支
僻
す
る
意
闘
が
甫
め
よ
れ
，
存
す
る
こ
と
は
言

ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
そ
ヌ
l
プ

氏
は
冨
主
主
一
門
司
宮
市
三
宮
ぬ
(
ご
-
H
2
L
2
S
P
R
E
S
E
F
O

J
V
H
C
E
Z
こ
え

h:ロロ口一三宮一
FEn-一D
R
E
E
勺
コ
臣
・
「
な
る
節
ぞ

設
け
て
利
潤
t
q
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
我
園
に
於
て
市
替
事

第
三
十
二
巻

八
六
七

第
五
時
制

五

Dougl:J.s 1ζnoop， Priflciples and Methods of lVlunicipal Trading. PP. 1-2 
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都
市
公
企
業
の
財
政
的
意
味

業
を
論
守
る
者
の
多
く
は
、
市
町
営
事
誌
を
成
狭
同
義
に
陪
別
し

て
成
義
に
於
て
は
都
市
公
共
闘
慌
の
経
営
す
る
事
業
凡
て
や
品
川

み
、
狭
義
に
於
て
は
、

又

l
プ
氏
と
同
級
、
寅
費
地
問
償
の
原
則

牧
谷
原
則
に
よ
り
経
倍
さ
れ
る
都
市
公
共
閣
慢
の
事
業
で
あ
る

と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
定
義
は
無
批
判
に
受
け
容
れ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
定
義
は
何
故
に
資
費
排
償
の

hnk
川
だ
ふ
り
も

h
n
μ
rト
l
t
j
q
J
e
t
-

ヤ
へ
芯
良
川
ニ
志
向
J
仁
、
主
奇
ナ
ル
つ
も
ふ
日
ト

pと
土
、
川
刊

H
4
i
7
4
J
h
b
L
I
J
}
t
4庁
、
，
『
H
K
L
i
r
-
r
f
u
H
'
J
1
l
'
日日

憾
の
事
業
を
ば
狭
義
の
市
管
事
業
と
し
に
る
や
が
全
く
不
明
で

あ
り
、
炭
狭
雨
意
義
の
回
分
原
理
は
、
任
意
的
、
濁
断
的
で
あ

る
と
い
ふ
識
を
免
れ
な
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

抑
L
M

都
市
公
共
圏
醐
憾
の
寄
興
が
、
現
経
枠
組
織
に
於
て
作
す

・
る
特
異
な
徴
棋
は
、
無
償
乃
至
貫
費
排
償
の
原
則
に
よ
り
で
な

さ
る
、
こ
と
に
あ
り
、
か
、
る
寄
血
(
は
私
終
消
に
は
存
せ
な
い

底
で
あ
る
。
従
て
か
了
但
寄
興
事
管
責
ら
す
都
市
の
事
業
は
純
粋

な
市
笹
事
業
と
い
ふ
や
一
市
川
品
と
考
へ
る
の
で
あ
る
(
註
一
}
。
他

方
都
市
公
共
圏
鴨
は
、
或
る
事
業
を
管
理
経
営
す
る
場
合
に
常

該
事
業
の
改
良
瀬
張
費
を
得
ゐ
た
め
、
叉
は
例
外
的
に
部
市
の

課
税
負
橋
東
く
し
て
一
見
に
負
躍
を
増
加
す
る
こ
と
至
維
な
る
場

第
三
十
二
容

第
五
披

t

、』プ、

-
F
Jノ
一
，
ノ

-，-ノ、

A
口
に
、
全
然
牧
茶
を
件
は
な
い
事
業
印
ち
、
一
杭
曾
政
策
的
施
設

(
謹
二
)
の
経
費
に
充
首
ず
る
矯
め
に
、

一
定
の
事
業
を
ば
或
る

禄
度
迄
牧
篠
原
則
に
よ
り
絞
管
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
(
設
一
一
一
)

こ
の
際
に
於
け
る
↓
巾
持
事
業
の
経
俊
形
態
は
私
企
業
の
そ
れ
に

類
似
す
る
に
至
る
。

(
器
ご
約
務
的
活
動
、
或
は
女
化
一
般
に
と
円
J

で
最
も
重
要
な
基

礎
の
創
を
が
問
題
と
な
る
際
に
、
無
償
原
則
D
遁
用
を
見
る
(
例
へ

口
論
附
、
判
川
決
以
可
山
閉
校
、
救
品
川
卒
業
の
、
絞
僚
の
場
九
日
川

排
償
原
則
(
貰
賀
の
一
部
或
は
全
部
排
償
)
は
、
比
較
的
重
要
な
る
都

市
共
同
需
要
の
充
足
が
都
市
公
共
国
憶
に
依
う
で
な
さ
る
L

場
舎
に

於
て
、
常
霞
都
市
施
設
の
利
用
者
と
し
か
、
b

ぎ
る
者
と
を
医
別
し
、

以
て
賃
櫓
の
公
平
を
期
せ
ん
と
す
る
際
、
佐
々
行
は
れ
る
。
蕊
に
云

宮
中
貰
費
の
意
は
事
業
の
現
状
維
持
設
を
指
ナ
o

(

例
へ
ば
柳
時
漕
的
保
護

事
業
の
級
幹
)

(
註
ニ
)
枇
曾
政
策
的
施
設
費
は
、
都
市
の
固
有
事
務
と
し
て
、
自

治
閣
信
本
来
の
牧
入
た
る
開
価
税
収
入
に
よ
り
で
支
排
す
べ
き
が
木
別

で
あ
る
(
其
白
根
嬢
に
就
て
は
後
段
に
於
て
明
か
に
す
)
。

(
註
一
品
)
牧
待
原
則
は
、
濁
占
的
企
業
を
終
日
営
ナ
る
場
A
V
に
遁
用
せ

ら
れ
、
其
の
牧
金
の
棋
度
は
、
都
市
財
政
々
策
上
、
社
命
日
政
策
上
よ

り
種
々
制
限
せ
ら
る
t
A

が
、
上
位
の
限
界
は
都
市
事
業
が
公
往
関
心

に
あ
る
以
上
、
平
均
利
潤
に
あ
る
と
考
ふ
(
例
へ
ば
、
上
地
の
一
貴
賞
、

森
旅
級
品
向
、
電
気
責
斯
事
業
、
街
路
交
遁
事
業
)
。

参照 j経笹と綾丹時第一巻第三自主小島昌k~l\博-H-企業止綾章者」
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街
涯
の
都
市
公
共
周
健
は
自
己
の
庭
業
的
企
業
の
生
産
物
及
び
用
役

に
封
し
で
上
位
り
曲
目
格
(
第
五
衛
参
照
〕
を
決
定
す
る
こ
止
は
向
由
で

あ

p
、
其
白
限
り
に
於
て
償
給
率
の
禁
令
は
白
律
的
で
あ
る
1

私
は
、
上
述
せ
る
如
き
企
業
形
態
ぞ
呈
す
る
市
営
事
業
を
ば

都
市
公
企
業
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
私
企
業
と
都
市
公
企
業
と
の

異
な
る
黙
は
、
前
者
の
経
組
問
行
動
が
一
に
利
潤
翻
念
に
よ
り
文

配
統
制
さ
れ
て
居
る
に
針
し
、
後
者
の
経
済
行
動
の
装
本
的
要

求
は
利
潤
に
寄
せ
宇
し
て
一
に
市
民
全
開
の
厚
生
に
わ
ゐ
。
換

一
戸
目
す
れ
ば
か
冶
る
市
営
事
業
の
利
潤
は
、
全
市
民
の
厚
生
に
よ

り
裏
付
付
ら
る
沿
句
、
と
仁
ょ
の
志
議
を
荷
す
る
こ
と
、
な
る
。

こ
れ
蓋
し
企
業
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
、
私
企
業
で
は
管
利
的

生
産
な
る
に
反
し
て
、
都
市
公
企
業
で
は
自
足
的
生
産
な
る
が

た
め
で
あ
る
。
(
詮
一
)

〈
註
一
)
都
市
公
共
企
業
の
刺
潤
が
全
市
民
の
厚
生
に
よ
り
裏
付
け

ら
る
べ
骨
理
由
は
次
に
一
万
寸
「
F
1
ツ
氏
」
の
言
で
明
か
で
あ
る
と
思

お
、
両「

地
方
周
健
白
煙
務
管
理
は
、
限
ら
れ
た
人
民
の
狭
小
知
見
を
統
制

す
る
の
で
は
な
〈
づ
で
、
自
由
企
業
組
織
に
内
在
ナ
る
鰹
務
的
諸
法

則
に
従
全
自
由
企
業
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
曹
に
補
完
的
に
生
ず
る

も
の
で
あ
り
、
経
済
的
過
程
が
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
と
と
ろ
の
凡
ゆ

都
市
公
企
業
白
財
政
的
意
味

て、分‘潰ちる
正、氏、は資も
営、利、只木白
性、盆、だ主を
を九、全義保
得、な、穏時護
る、、晶、的代 I功
。ム'1閥、利回成
.8'1、金自ナ
的、閥治る
方、心開。
策、を髄従
白、目経ヮ
保、標漕て
護、とが特
は、し聞に
、、て題一
正、居と定
に、るな白
金、。る終
館、住、 。青年
厚、民、会時
生、の、咲代
lご、特、開白
ょ、定、穂、
p 、昔ß 、経 ~n

-

一

、

財

政

的

意

味

上
に
述
、
べ
来
つ
に
如
き
意
義
に
於
け
る
都
市
会
企
業
は
、
五

額
の
創
設
費
、
改
良
維
持
賛
、
撫
張
費
や
嬰
す
ゐ
賦
に
於
で
、

附
貯
叉
多
叡
mw
取
信
号
粛
ら
す
艶
に
於
て
、
財
政
上
軍
要
な
一
一
腕

闘
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
此
の
聯
闘
に
於
て
該
公

企
業
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
や
、
以
下
こ
れ
が
考
察
在
進

め
る
と
し
よ
う
。

現
今
、
各
刷
酬
の
都
市
政
府
に
は
、
牧
谷
原
則
に
基
き
て
経
替

す
る
事
業
、
邸
ち
公
企
業
と
、
無
償
乃
至
貫
費
解
償
の
原
則
に

知
っ
て
管
理
経
替
せ
ら
れ
る
公
替
遊
物
(
印
Z
岳

Buzz)の
二
者

が
同
時
に
存
在
す
る
。
こ
の
同
時
に
雨
者
が
存
在
す
る
こ
と
は

剰
徐
利
白
砕
を
賀
ら
す
公
企
業
舎
計
が
公
器
遺
物
曾
計
に
貢
い
で

好
い
か
悪
い
か
、
公
企
業
の
創
設
費
は
、
租
税
牧
入
よ
り
補
助

第
三
十
二
巻

第
{
罫
競

八
六
九

一一
F

一
七
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補
民
的
活
動
に
於
け
る
政
治
的
支
酷
に
就
で

す
べ
き
や
、
全
然
公
債
に
よ
る
べ
き
か
ど
う
か
等
、
幾
多
の
問

題
ぞ
惹
き
起
す
の
で
あ
る
。
従
て
是
等
種
h

の
問
題
解
決
の
先

決
要
請
は
、
公
企
業
の
財
政
的
評
債
の
視
結
確
立
に
あ
る
。

今
、
卒
直
に
ニ
の
評
債
の
観
霜
ぞ
指
示
す
れ
ば
、
原
則
と
し

て
、
公
企
業
の
利
潤
を
以
て
し
て
、
一
般
都
市
行
政
の
目
的
遂

行
の
矯
め
の
租
税
的
経
費
を
、
積
極
的
じ
も
消
極
的
に
も
騨
滅

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
誼
し
v

公
企
業
の
利
用
階

級
の
負
婚
に
於
て
携
税
階
級
の
利
担
拾
を
庇
護
し
、
要
求
す
る
何

等
の
根
擦
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
公
企
業
よ
り
生
歩
る
牧
毎
は

営
該
企
業
の
矯
め
に
起
債
し
た
元
本
の
償
還
費
、
起
債
利
子
の

支
燐
に
充
て
、
若
し
租
税
牧
入
よ
り
補
助
を
受
け
た
り
と
す
れ

ば
、
其
れ
の
元
利
返
還
に
向
け
、
乃
至
賞
該
企
業
の
改
良
擁
張

費
に
充
て
る
こ
と
で
あ
る
。
斯
く
て
以
上
の
諸
費
用
令
支
耕
し

て
倫
ほ
剰
徐
金
の
あ
る
揚
合
に
は
、
該
企
業
と
利
用
階
級
を
同

じ
く
す
る
他
の
事
業
へ
の
流
用
、
叉
は
料
金
の
低
減
を
周
り
て

利
用
範
閣
の
繍
大
を
聞
る
べ
き
で
あ
る
ι

果
大
し
て
各
国
の
都
市
公
企
業
は
、
蕊
に
言
ふ
評
債
の
観
難

が
保
た
れ
て
居
る
で
あ
ろ
う
か
、
突
に
ニ
れ
が
討
究
を
試
み
る

第
三
十
二
巻

八
七

O

こ
と
と
す
る
。
(
大
l
ニ
l
犬
)

第
五
時
踊

i¥. 
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